
 

 

宮崎県支部では、平成 26年 2 月 8 日（土）に、「NPO法人日本医師事務作業補助者研究会第 5回宮

崎地方会」を延岡市医師会病院（延岡市）にて開催しました。今回は、県北や隣接する近県の実務者を

対象に、医師事務作業補助者のスキルアップを目的として、放射線科と病理診断科の医師をお招きし、

医師が書く「報告書（レポート）の読み方」に焦点をあてた研修を開催しました。 

 

今回も申込締切日よりも前に定員に達し、宮崎県内はもとより、大阪、福岡、熊本、大分、鹿児島、

沖縄など県外組45名を含め、総勢100名（講師・世話人含む）もの参加者が集まり盛会となりました。 

 

まずは、共立病院副院長 赤須郁太郎先生からご挨拶がありま

した。共立病院の実務者から、「超多忙な毎日を送られている」と

お伺いしておりました上に、「副院長」という肩書に緊張しており

ましたが、気さくかつユーモアを交えて「医師の多忙ぶり」をお

話しいただきました。「超多忙な医師を救済できるのは私たちしか

いない！」と会場の誰もが使命感を感じるメッセージでした。 

 

続いて、木佐貫篤先生（県立日南病院・病理診断科部長）の「病

理診断レポートの読み方」に関する講義。毎回バージョンアップし

ているこの講義を、2回、3 回と繰り返し聴講している参加者もいま

すが、その開催後のアンケートに次のような意見がありました。 

・今までなんとなくこんなかんじかな～と思ってみていた病理診断

レポートが次回からはもっとくわしく理解できると思います。あり

がとうございました。 

・前回参加したので復習になりました。今回理解しやすかったです。 

 

病理診断は、一定の専門教育を経ていない実務者にとっては特に難しい分野ですが、こういった難しい

分野こそ定期的に「繰り返し学習」することの有効性を参加者は体得していただいたようです。 
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↓事前に受け付けた質問も、具体例を挙げてご説明いただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 続いて、梶原誠先生（四国がんセンター放射線診断科）の「放射

線診断書の読み方」に関する講義。福岡経由で空路と JRを乗り継

ぎ九州半周の旅をして会場入りされました。余談になりますが、宮

崎県延岡市へは、航路（フェリー）と JRでもお越しいただけます

ので、ご参考までに… 「松山（JR）→八幡浜、八幡浜港（フェ

リー）→臼杵港、臼杵（JR）→延岡」。 

 梶原先生も、前回より実務者がより理解しややすいように改善し

たということで、圧巻の講義でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 素晴らしすぎる資料は、おそらく今まで手にしたどの参考書よりも実務者にマッチングしたもので、

全てご紹介したいのですが、それは参加者だけの特典ということでご了承ください。 

  

 続いて 2 医療機関の実務者からの事例報告。自院ではなく、モデル

になるような病院でもなく、「お隣さん」の実務者がどのような業務を

しているかは、案外知らないもの。今回は、「診断書の書き方」とテー

マで、医師事務作業補助者という業務をゼロから作り上げた生の声を

お聞かせいただきました。  

まずは、宮崎県支部世話人でもある宮本 恵美さん（南部病院・宮

崎市）さんより「私の医師事務作業補助業務」の発表がありました。

平成 22 年に配置され、まずは

副院長が主な疾患について6ヶ

月教授され、その後の６ヶ月内

科診察室内での学習・補助や手

術室見学を経て、現在サマリー

の下書きや回診にも陪席されて

います。医師による教育を可能

にする実務者の「処世術」のヒ

ントがぎゅっとつまったお話でした。続いて、板羽瞳さん（和田病院・日向市）より、「和田病院にお

ける医師事務作業補助者の業務について」のご発表。現在２名の実務者で、代行入力と書類作成を担当

制にしていることが特徴で、専門に行うことで周囲の期待以上に業務遂行能力が向上した事例だと考え

ます。今後の課題として「医療従事者としていかに患者様の満足に還元できるかを考える」とあり、医

師事務作業補助者は、究極患者さんのために存在するのだと再認識させられました。 



 最後は、宮崎地方会恒例のグループワーク。テーマは、「診断書をきちんと書きたい！」ということ

で、7～８名に分かれて討議を行いました。実際の業務の中での課題を抽出し、大まかに分類し、解決

案を模索する作業は、やはり一番盛り上がる時間となりました。 

表出した悩みをいくつかご紹介しますので、みなさんだったらどんな解決案をだすか一緒に考えてみ

てください。 

●紹介状等の入力で先生が間違っていたりしているが指摘できない。 

●医師によっては内容のチェックが不十分だったりする。 

●Dr記載が少ない（情報量が少ない） 

●既往症をどこまで書いていいのか書くのを迷う。 

●手術名は施行した手術を全て記入するのか、レセプト上算定されている手術だけ書くべきか。 

●患者により自宅療養期間を延ばしてほしいとしつこく言われる。 

 

 医療文書作成業務の悩みは、実務者の医療知識（スキル）だけに留まらず、診療録のあり方や医師や

患者さんとのコミュニケーションにまで波及しているようです。 

 



研修終了後は、もちろん、講師陣とスタッフ、

参加者による懇親会で盛り上がりました。 

 

今回、会場をご提供いただいた延岡市医師会

病院（延岡市）さま、梶原先生、木佐貫先生、

世話人のみなさま、そしてご参加いただきまし

たみなさまに感謝いたします。 

 宮崎地方会は、モチベーション向上を目指し

て続きます。日々の業務に少し疲れたときは、

「モチベーション」補給に、地方会へお越しく

ださい。お待ちしています。 

 

ＮＰＯ法人日本医師事務作業補助研究会 武田まゆみ  

（潤和会記念病院 医事部） 


